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Sheet1 (4)

		分野 				サービス等の例 		当該分野において想定される事態 トウガイ ブンヤ ソウテイ ジタイ

		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・住民からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。
・デジタル化への対応、マイナンバーカードの取得増加（保険証利用） ジュウミン シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ カ タイオウ シュトク ゾウカ ホケンショウ リヨウ

		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ集落維持 等  ザイリュウ ガイコク ジン シュウラク イジ		＜スポンジ化＞
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネック。
＜人口の低密度化＞
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）
・地域コミュニティ活動の担い手の減少（地域行事ができなくなる可能性）
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。 チイキ カツドウ ニナ テ ゲンショウ チイキ ギョウジ カノウセイ

		4		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半減、平地農業地域では約3割減少。
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		11		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		総務・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
＜テクノロジーの進行＞
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。
・住民・企業等からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。システムの標準仕様書及び省令等において標準様式・帳票を設定。 ジュウミン キギョウ トウ シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ ヒョウジュン シヨウショ オヨ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		13		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1 (3)

		分野 				サービス等の例 		当該分野において想定される事態 トウガイ ブンヤ ソウテイ ジタイ

		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・住民からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。 ジュウミン シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネック。
＜人口の低密度化＞
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。

		4		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半減、平地農業地域では約3割減少。
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		11		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		総務・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
＜テクノロジーの進行＞
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。
・住民・企業等からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。システムの標準仕様書及び省令等において標準様式・帳票を設定。 ジュウミン キギョウ トウ シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ ヒョウジュン シヨウショ オヨ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		13		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1 (2)

				分野 				サービス等の例 

		1		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞20181011_専小委資料2-2
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率
や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞20181011_専小委資料2-2
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞20181011_専小委資料2-2
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 

		3		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞20181011_専小委資料1-1
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→
1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネッ   ク。
＜人口の低密度化＞2040研究会１次報告P22～23
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中 地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、
2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。
＜外国人労働者等の増加＞
20190215_専小委資料2
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞20181011_専小委資料1-2
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
2040研究会１次報告P19
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。
＜スポンジ化＞20181011_専小委資料1-1
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→
1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネッ   ク。
＜人口の低密度化＞2040研究会１次報告P22～23
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中 地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、
2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）

		4		6		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
2040研究会１次報告P12
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
20180912_専小委資料3
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
2040研究会１次報告P26
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
2040研究会１次報告P14
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜医療・介護需要＞
2040研究会１次報告P12
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
20180912_専小委資料3
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
2040研究会１次報告P26
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
2040研究会１次報告P14
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
2040研究会１次報告P6～7
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
20180912_専小委資料３
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		10		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞2040研究会１次報告P19
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		11		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
20180912_専小委資料3
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
20180912_専小委資料3
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
2040研究会１次報告P29～30
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		12		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		20181011_専小委資料3-2
＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。
現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、
2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。
（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。
2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半 減、平地農業地域では約3割減少。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理化 等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減少の 程度大。
20181011_専小委資料3-2
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		14		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		2040研究会１次報告P17～18
＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に
高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		15		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		2040研究会１次報告P18
＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		16		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		20180912_専小委資料2-1
＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
2040研究会１次報告P8
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。

		11		17		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		18		総務事・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。
＜テクノロジーの進行＞
2040研究会１次報告P34
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。

		13		19		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1

				分野 				サービス等の例 

				1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理等 

				2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 

				3		地域振興 		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興 等 

				4		交通 		交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全 等 

				5		集落・コミュニティ 		空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等 

				6		医療・保健 		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診 等 

				7		福祉 		障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止 等 

				8		高齢者福祉・介護 		高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、虐待防止 等 

				9		子ども・子育て 		子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援、虐待防止 等 

				10		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 

				11		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 

				12		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画 等 

				13		農林水産インフラ (整備、維持・管理）		農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等 

				14		土木インフラ (整備、維持・管理） 		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 

				15		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 

				16		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 

				17		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 

				18		総務事務 		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理 等 

				19		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 

				20		その他 		情報通信基盤、在留外国人 等 
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Sheet1 (4)

		分野 				サービス等の例 		当該分野において想定される事態 トウガイ ブンヤ ソウテイ ジタイ

		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・住民からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。 ジュウミン シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネック。
＜人口の低密度化＞
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。

		4		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。（人口減少による施設のキャパシティと活用量のギャップ） ジンコウ ゲンショウ シセツ カツヨウ リョウ

		6		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
・イベントを担う若者の減少
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。 ニナ ワカモノ ゲンショウ

		7		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半減、平地農業地域では約3割減少。
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		11		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		総務・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
＜テクノロジーの進行＞
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。
・住民・企業等からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。システムの標準仕様書及び省令等において標準様式・帳票を設定。 ジュウミン キギョウ トウ シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ ヒョウジュン シヨウショ オヨ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		13		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1 (3)

		分野 				サービス等の例 		当該分野において想定される事態 トウガイ ブンヤ ソウテイ ジタイ

		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・住民からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。 ジュウミン シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネック。
＜人口の低密度化＞
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。

		4		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半減、平地農業地域では約3割減少。
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		11		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		総務・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
＜テクノロジーの進行＞
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。
・住民・企業等からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。システムの標準仕様書及び省令等において標準様式・帳票を設定。 ジュウミン キギョウ トウ シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ ヒョウジュン シヨウショ オヨ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		13		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1 (2)

				分野 				サービス等の例 

		1		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞20181011_専小委資料2-2
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率
や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞20181011_専小委資料2-2
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞20181011_専小委資料2-2
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 

		3		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞20181011_専小委資料1-1
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→
1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネッ   ク。
＜人口の低密度化＞2040研究会１次報告P22～23
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中 地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、
2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。
＜外国人労働者等の増加＞
20190215_専小委資料2
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞20181011_専小委資料1-2
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
2040研究会１次報告P19
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。
＜スポンジ化＞20181011_専小委資料1-1
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→
1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネッ   ク。
＜人口の低密度化＞2040研究会１次報告P22～23
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中 地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、
2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）

		4		6		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
2040研究会１次報告P12
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
20180912_専小委資料3
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
2040研究会１次報告P26
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
2040研究会１次報告P14
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜医療・介護需要＞
2040研究会１次報告P12
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
20180912_専小委資料3
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
2040研究会１次報告P26
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
2040研究会１次報告P14
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
2040研究会１次報告P6～7
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
20180912_専小委資料３
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		10		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞2040研究会１次報告P19
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		11		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
20180912_専小委資料3
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
20180912_専小委資料3
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
2040研究会１次報告P29～30
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		12		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		20181011_専小委資料3-2
＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。
現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、
2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。
（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。
2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半 減、平地農業地域では約3割減少。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理化 等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減少の 程度大。
20181011_専小委資料3-2
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		14		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		2040研究会１次報告P17～18
＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に
高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		15		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		2040研究会１次報告P18
＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		16		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		20180912_専小委資料2-1
＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
2040研究会１次報告P8
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。

		11		17		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		18		総務事・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。
＜テクノロジーの進行＞
2040研究会１次報告P34
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。

		13		19		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1

				分野 				サービス等の例 

				1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理等 

				2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 

				3		地域振興 		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興 等 

				4		交通 		交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全 等 

				5		集落・コミュニティ 		空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等 

				6		医療・保健 		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診 等 

				7		福祉 		障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止 等 

				8		高齢者福祉・介護 		高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、虐待防止 等 

				9		子ども・子育て 		子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援、虐待防止 等 

				10		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 

				11		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 

				12		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画 等 

				13		農林水産インフラ (整備、維持・管理）		農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等 

				14		土木インフラ (整備、維持・管理） 		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 

				15		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 

				16		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 

				17		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 

				18		総務事務 		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理 等 

				19		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 

				20		その他 		情報通信基盤、在留外国人 等 
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Sheet1 (4)

		分野 				サービス等の例 		当該分野において想定される事態 トウガイ ブンヤ ソウテイ ジタイ

		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・住民からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。 ジュウミン シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネック。
＜人口の低密度化＞
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。

		4		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農業従事者数は今後、大幅に減少。現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半減、平地農業地域では約3割減少。
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高まる。（利用者数の減による統廃合の必要性）
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。 リヨウ シャ スウ ゲン トウハイゴウ ヒツヨウセイ

		9		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		11		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		総務・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
＜テクノロジーの進行＞
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。
・住民・企業等からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。システムの標準仕様書及び省令等において標準様式・帳票を設定。 ジュウミン キギョウ トウ シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ ヒョウジュン シヨウショ オヨ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		13		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1 (3)

		分野 				サービス等の例 		当該分野において想定される事態 トウガイ ブンヤ ソウテイ ジタイ

		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・住民からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。 ジュウミン シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネック。
＜人口の低密度化＞
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。

		4		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半減、平地農業地域では約3割減少。
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		11		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		総務・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
＜テクノロジーの進行＞
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。
・住民・企業等からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。システムの標準仕様書及び省令等において標準様式・帳票を設定。 ジュウミン キギョウ トウ シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ ヒョウジュン シヨウショ オヨ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		13		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1 (2)

				分野 				サービス等の例 

		1		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞20181011_専小委資料2-2
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率
や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞20181011_専小委資料2-2
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞20181011_専小委資料2-2
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 

		3		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞20181011_専小委資料1-1
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→
1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネッ   ク。
＜人口の低密度化＞2040研究会１次報告P22～23
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中 地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、
2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。
＜外国人労働者等の増加＞
20190215_専小委資料2
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞20181011_専小委資料1-2
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
2040研究会１次報告P19
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。
＜スポンジ化＞20181011_専小委資料1-1
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→
1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネッ   ク。
＜人口の低密度化＞2040研究会１次報告P22～23
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中 地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、
2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）

		4		6		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
2040研究会１次報告P12
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
20180912_専小委資料3
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
2040研究会１次報告P26
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
2040研究会１次報告P14
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜医療・介護需要＞
2040研究会１次報告P12
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
20180912_専小委資料3
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
2040研究会１次報告P26
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
2040研究会１次報告P14
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
2040研究会１次報告P6～7
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
20180912_専小委資料３
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		10		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞2040研究会１次報告P19
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		11		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
20180912_専小委資料3
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
20180912_専小委資料3
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
2040研究会１次報告P29～30
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		12		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		20181011_専小委資料3-2
＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。
現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、
2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。
（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。
2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半 減、平地農業地域では約3割減少。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理化 等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減少の 程度大。
20181011_専小委資料3-2
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		14		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		2040研究会１次報告P17～18
＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に
高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		15		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		2040研究会１次報告P18
＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		16		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		20180912_専小委資料2-1
＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
2040研究会１次報告P8
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。

		11		17		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		18		総務事・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。
＜テクノロジーの進行＞
2040研究会１次報告P34
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。

		13		19		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1

				分野 				サービス等の例 

				1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理等 

				2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 

				3		地域振興 		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興 等 

				4		交通 		交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全 等 

				5		集落・コミュニティ 		空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等 

				6		医療・保健 		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診 等 

				7		福祉 		障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止 等 

				8		高齢者福祉・介護 		高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、虐待防止 等 

				9		子ども・子育て 		子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援、虐待防止 等 

				10		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 

				11		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 

				12		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画 等 

				13		農林水産インフラ (整備、維持・管理）		農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等 

				14		土木インフラ (整備、維持・管理） 		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 

				15		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 

				16		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 

				17		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 

				18		総務事務 		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理 等 

				19		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 

				20		その他 		情報通信基盤、在留外国人 等 
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Sheet1 (4)

		分野 				サービス等の例 		当該分野において想定される事態 トウガイ ブンヤ ソウテイ ジタイ

		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・住民からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。 ジュウミン シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネック。
＜人口の低密度化＞
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。

		4		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半減、平地農業地域では約3割減少。
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公共施設の老朽化。
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。

		11		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・システムの効率化・共同化。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。 コウリツカ キョウドウカ

		12		総務・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
＜テクノロジーの進行＞
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わりとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。
・住民・企業等からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。システムの標準仕様書及び省令等において標準様式・帳票を設定。 ジュウミン キギョウ トウ シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ ヒョウジュン シヨウショ オヨ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		13		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1 (3)

		分野 				サービス等の例 		当該分野において想定される事態 トウガイ ブンヤ ソウテイ ジタイ

		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・住民からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。 ジュウミン シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネック。
＜人口の低密度化＞
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。

		4		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半減、平地農業地域では約3割減少。
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。
＜外国人労働者等の増加＞
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		11		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		総務・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
＜テクノロジーの進行＞
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。
・住民・企業等からの申請については、省令等により標準様式・帳票を設定。システムの標準仕様書及び省令等において標準様式・帳票を設定。 ジュウミン キギョウ トウ シンセイ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ ヒョウジュン シヨウショ オヨ ショウレイ トウ ヒョウジュン ヨウシキ チョウヒョウ セッテイ

		13		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。





Sheet1 (2)

				分野 				サービス等の例 

		1		1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理 等 		＜高齢化の進行に伴う影響＞
・2040年にかけて、要支援者が増加する一方、消防防災の担い手は減少し、負担が増加。
＜地域における消防防災体制＞20181011_専小委資料2-2
・雇用者人口の増加に伴い、勤務地と居住地の分離、 勤務地の遠隔化、平日昼間不在者の増加が進行。
・消防団について、団員数の減少、被雇用者団員比率
や平均年齢の上昇。
＜市町村の防災体制＞20181011_専小委資料2-2
・専任の防災職員がいない市町村(現在約3割)の増加。
＜消防の広域化・相互応援＞20181011_専小委資料2-2
・人口減少・少子高齢化に伴う管轄人口の減少による 小規模消防本部の増加。

		2		2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 

		3		3		地域振興 ・交通・集落・コミュニティ コウツウ シュウラク		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興、在留外国人、交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全、空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等  ザイリュウ ガイコク ジン		＜スポンジ化＞20181011_専小委資料1-1
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→
1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネッ   ク。
＜人口の低密度化＞2040研究会１次報告P22～23
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中 地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、
2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。
＜外国人労働者等の増加＞
20190215_専小委資料2
・特に都市部において、外国人労働者数が増加。 日本語指導が必要な外国籍の児童生徒が増加。
＜公共交通の変化＞20181011_専小委資料1-2
・通勤・通学ニーズの減少。
・高齢者の外出率は、全国的に上昇しており、高齢者の足の確保が課題。
・地方部では「公共交通が減り、自動車が運転できな いと生活ができない」との不安大。
2040研究会１次報告P19
・地方圏では、主な利用者である高校生が減少すると更に民間事業者の経営環境が悪化。
・乗合バス・鉄道の廃止路線が増加。
＜スポンジ化＞20181011_専小委資料1-1
・過去10年間で、全国の空き地面積は19％増（1,310→
1,554k㎡）、空き家数は24％増（659→820万戸）。 コンパクトシティや中心市街地活性化のボトルネッ   ク。
＜人口の低密度化＞2040研究会１次報告P22～23
・県庁所在地では、1970年から2010年までに人口集中 地区の面積が2倍になり市街地が拡散しているが、
2040年には1970年と同水準の人口となり低密度化。
・中山間地域では、集落機能の維持が困難になるような低密度化。（買い物に行けない高齢者も増加）

		4		6		福祉・医療・保健・子ども子育て  フクシ コ コソダ		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診、障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止、高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援 等 トウ		＜医療・介護需要＞
2040研究会１次報告P12
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
20180912_専小委資料3
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
2040研究会１次報告P26
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
2040研究会１次報告P14
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜医療・介護需要＞
2040研究会１次報告P12
・都市部を中心とする高齢者の増加（特に介護需要が 高まる85歳以上人口は倍増）。
20180912_専小委資料3
・単身世帯、高齢者単身世帯、ひとり親世帯等の増加
＜医療・介護の担い手＞
2040研究会１次報告P26
・2030年に向けて、「医療・福祉」の就業者数増加。
・全都道府県における支え手となる生産年齢人口の断続的な減少。
2040研究会１次報告P14
・介護人材の需給ギャップ（人材不足）が拡大。
・遠隔地医療の拡大
＜保育ニーズ（保育所・幼稚園）＞
2040研究会１次報告P6～7
・幼稚園ニーズが減少する一方、少子化対策や女性の 活躍推進が結実すれば、保育所ニーズは増加。
＜女性・高齢者の労働参加＞
20180912_専小委資料３
・出産・育児を機に労働市場から退出する女性は減少 しているものの、子育て期の女性の就業率と潜在的な労働力率の差が大きい。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。

		5		10		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 		＜公共施設の老朽化＞2040研究会１次報告P19
・ゴミ処理施設、し尿処理施設、火葬場など公共施設 の老朽化。

		6		11		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 		＜生産年齢人口の減少＞
20180912_専小委資料3
・生産年齢人口（15歳～64歳）の継続的な減少。
＜雇用＞
・地方で大多数を占める中小企業は、人手不足感が深刻。
20180912_専小委資料3
・高齢者の潜在労働力率が上昇。
2040研究会１次報告P29～30
・就業意欲がある長期失業者、無業者の増加。
＜産業構造＞
・地方圏では労働集約型サービス産業（卸・小売、運輸、医療・福祉など）が多く、生産性が低下。

		7		12		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画、農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等		20181011_専小委資料3-2
＜担い手・農業経営＞
・基幹的農業従事者の高齢化が進み（平均年齢67歳）、 昭和一桁世代のリタイヤや若い人材の他産業との獲     得競争の激化等により、農業就業者数及び基幹的農     業従事者数は今後、大幅に減少。
現在193万人程度の70代以下の農業従事者の方が、
2035年には約半分の106万人に。
＜農地＞
・農地面積は、2025年には440万haまで減少。
（2014年：452万ha）
＜農村分野＞
・都市的地域より農業地域で人口減少が先行して進む。
2040年の人口は、2010年比で、山間農業地域では半 減、平地農業地域では約3割減少。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理化 等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減少の 程度大。
20181011_専小委資料3-2
＜農業施設＞
・基幹的水利施設の相当数は、高度成長期までに整備 されてきたことから、老朽化が進行。
・農業水利施設について、施設の経年劣化及び局部的 劣化が原因の突発事故（災害以外の原因による施設 機能の損失）が増加。
＜職員・推進体制＞
・市町村においては、事務事業の見直しや組織の合理 化等により職員数が減少し、特に農林水産関係で減 少の程度大。

		8		14		土木 ドボク		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 		2040研究会１次報告P17～18
＜社会資本の老朽化対策＞
・道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、 建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に
高まる。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		9		15		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 		2040研究会１次報告P18
＜受益者の負担増＞
・受益者の減少により、公営企業（水道）料金が上昇。
＜公共施設の老朽化＞
・上下水道等の公共施設の老朽化。
＜自治体行政運営体制＞
・土木・建築部門の職員数は減少傾向。

		10		16		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 		20180912_専小委資料2-1
＜人口動向と学校の規模・配置＞
・児童生徒数の減少（全国：ピーク時の半分以下）
・学校規模が小規模化すると、子どもたちは集団の中で多様な意見に触れて切磋琢磨しながら学んだり、社会性を高めたりすることが困難。
＜教育内容・方法＞
・AI等の先端技術の発達により、学びのあり方が変化。
＜小中学校・高校＞
・児童生徒数の減少により、小規模校や廃校が増加。
2040研究会１次報告P8
＜学校・社会教育施設の老朽化＞
・学校や社会教育施設（公民館、体育館等）などの公 共施設の老朽化。

		11		17		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。

		12		18		総務事・情報政策 ジョウホウ セイサク		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理、情報通信基盤 等  ジョウホウ ツウシン キバン		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。
＜テクノロジーの進行＞
2040研究会１次報告P34
・ロボットの社会進出やＡＩ（人工知能）が人の代わ りとなり、人と機械が共存・協調する社会が到来。

		13		19		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 		＜行政運営の変化＞
2040研究会１次報告P36
・現在よりも更に少ない職員数での行政運営。
2040研究会１次報告P40
・多元的な主体により担われる「新しい公共空間」をいかに豊かにしていくか。
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				分野 				サービス等の例 

				1		防災・危機管理 		災害対応、常備消防、消防団、防災無線、自主防災組織、危機管理等 

				2		住民 		戸籍、住民基本台帳、住民異動、特別永住許可、国民健康保険、国民年金 等 

				3		地域振興 		地域づくり、交流人口拡大、イベント企画、移住・定住、文化振興 等 

				4		交通 		交通手段確保、公共交通、交通弱者対策、交通安全 等 

				5		集落・コミュニティ 		空き家対策、買い物弱者対策、コミュニティ施設 等 

				6		医療・保健 		病院事業、災害医療、在宅医療、健康危機管理、母子保健、健康づくり、健康診断、乳幼児健診、特定健診 等 

				7		福祉 		障がい者支援、地域包括ケア、生活保護、ニート・引きこもり対策、就業支援、ＤＶ防止、虐待防止 等 

				8		高齢者福祉・介護 		高齢者支援、介護予防、介護認定、介護保険、虐待防止 等 

				9		子ども・子育て 		子育て支援、子ども福祉、少子化対策、ひとり親支援、虐待防止 等 

				10		環境・生活 		生活衛生、ゴミ・し尿処理、火葬場、自然保護、地下水保全、消費生活、多重債務対策、青少年保護育成 等 

				11		商工・観光振興 		イベント企画、商工会・会議所、各種組合支援、企業誘致、雇用促進、産業振興（高度化）、観光ＰＲ活動、物産振興 等 

				12		農林水産振興 		農林水産業振興、畜産振興、防疫対策、鳥獣対策、農業振興地域計画、森林保全計画 等 

				13		農林水産インフラ (整備、維持・管理）		農業基盤、林道、治山、漁港、森林保全 等 

				14		土木インフラ (整備、維持・管理） 		道路、河川、橋りょう、公園、公共建築物（設備含む）、公営住宅、都市計画 等 

				15		上下水道 		上下水道事業、施設維持・管理 等 

				16		教育 		義務教育、給食センター、社会教育、学校施設、社会教育施設（公民館、体育施設等） 等 

				17		税 		徴収、課税、ふるさと納税 等 

				18		総務事務 		職員服務、職員給与・旅費、職員福利厚生、財政、会計、物品調達、入札契約、庁舎管理 等 

				19		議会・行政委員会 		議会、教育委員会、監査委員、農業委員会、公平委員会、行政不服審査会 等 

				20		その他 		情報通信基盤、在留外国人 等 
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